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当館には駐車場がありません。 コミュニティバス 「まほろば号」 を利用してください。

休 館 日 　毎週水曜日 （ 祝日の場合は開館、翌平日休館）

開館時間　 午前10時～午後６時
　　　　　　　 （ただし、 まほろばホールは午後10時まで事前予約で利用できます）

地域活性化複合施設

「太宰府館」 （西鉄太宰府駅から徒歩2分）

〒818-0117　 太宰府市宰府三丁目2番3号　

☎（918）8700　　FAX（918）8701 

dazaifu-kan@city.dazaifu.lg.jp

3階　まほろばホール

イベントなど、予告なく変更になる場合があります。

★万葉集講座
１月13日㈯

開場：午後１時30分　開演：午後２時

講師：向井克年先生(万葉博士)

【1月のテーマ】

日本琴の歌　–媚態か韜晦か-

参加費：一般1,000円(資料代込・事前申込要)

※次回３月９日㈯

２月の万葉集講座は、梅花の宴開催のためお休みします。

問い合わせ：松尾☎(922)7328

む か  い  か つ と し

び たい とうかい

ま つ  お

２階ギャラリー

★型染技法による韓国伝統織物麻布の
　染色展示

１月25日㈭〜29日㈪

午前10時～午後６時

韓国の伝統的な織物である麻布(韓国南海産)に型染技法

によりデザインされた衣服と小品。今回展示される10着の

衣装は、韓国伝統衣装制作分野の名匠である金玉秀氏に

より制作されました。

【展示テーマ】

伝統的な織物の原型をできる限り変更せず、現代の服と

して制作可能なデザインの提案

観覧無料

問い合わせ：金芝銀(韓国慶星大学工芸デザイン学科教授)

　　　　　　 080(5258)5069

体験プログラム

事前申込は必要ありません

★木うそ絵付け体験
１月14日㈰　

午前11時～午後３時(随時)

インストラクター：太宰府木うそ保存会

参加費：1,000円(材料費込) 

※次回２月11日㈰

★１月・２月の史跡解説『門前町散策』は
　お休みします。 ※次回３月３日㈰

当日参加ＯＫ

いけわき
★Live Music&Paint
　～氣龍画師・日幸知＆和太鼓表現師・池脇晋輔

１月20日㈯

開場：午後１時30分　開演：午後２時

和太鼓と氣龍の競演！力強い太鼓の響きから生まれる

氣龍を見よ。

入場料：大人3,000円・中高生1,500円

　　　　小学生以下無料(事前申込要)

問い合わせ：陽山英樹　090(7456)9090

かさい とも しんすけ

よ う や ま ひ で  き

キ ム  ジ ウ ン

★宝満山国史跡指定10年記念事業
　「ザ修験道150年ぶり 
　　　　　　峰入りを復活させた山伏たち」
　ドキュメンタリー映写会・英彦山入峰を語る

１月27日㈯

開場：午後１時30分　開演：午後２時

10年前の宝満山英彦山入峰。山伏や同行者が当時を

語ります。

入場料：500円(事前申込要)

申し込み：ホームページ

問い合わせ：宝満山弘有の会　田中裕子

　　　　　 　090(9593)6432

た  な か ひ ろ  こ

ホームページ
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太宰府東中３年　　脇山　恵太さん

思いやり　
　思うだけでは変わらない　
　　行動してこその思いやり

わきやま けい た

　数多くの苗字がある日本とは違って、韓国人はほとんどが同じ苗字を持って

いるように思えます。実際に韓国の苗字は全部で約２５０種類、김キム・이イ・

박パク・최チェ・정ジョン、この５つの苗字が全体の 55％を占め、特にキムは

およそ 21％で韓国人の５人に１人がキムさんということになります。なんとこの

コラムの作成者もキムという事実！それではなぜ韓国にこんなにキムさんが多い

でしょう。その理由には２つの説があります。

　１つ目は身分制の影響です。昔、苗字を持てるのは貴族である「ヤンバン」

だけでした。朝鮮時代の貴族名簿を見ると、先ほど紹介した現代の韓国で全体

の 55％を占める５つの苗字が多く見られ、中でもキムが最も多くありました。当

時、苗字がなかった奴婢である「ノビ」が、のちに偉い貴族の苗字を使ったため、

特定の苗字が多いという説です。

　２つ目は安定した韓国の歴史によるものです。韓国は一つ一つの王朝の統治

期間が長いのが特徴です。統一新羅が約１千年、高麗時代が約５００年、最

後に朝鮮時代が約５００年続きました。王朝が交代する過程でも、前王朝の王

族が吸収された場合が多く、その苗字が残ることができました。そして、内戦

や侵略があった歴史も少なく、安定した平和な歴史によって特定の苗字が大き

く減ることなく続き、その数が増えたという説です。

　今回は韓国にはなぜキムさんが多いのかをお話ししましたが、いかがでしたか。

次回はキムさんシリーズの一環で「同じキムに見えても実は違う！」というテー

マでお話ししたいと思います。

韓国にはなぜキムさんが多い？

（国分区）池坊

花材 松、梅古木、若松、山しだ　他

篠原　静子

（応募時）

しのはら しず こ

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン

金辛泫

つ
れ
づ
れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

季節の生け花

太宰府市華道連盟

ぬ　ひ

よ

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 2627 広報だざいふ 2024.1 （令和 6 年）広報だざいふ 2024.1 （令和 6 年）


